



る割合が 1985年以来 21年ぶりに洋画の割合を上回った。全体興行収入は 2025億円のう




















































































せ、2006年に 50％を超えついに洋画を上回った。以降 2007年を除いて、邦画が 50％以
上のシェアをキープしている。年間公開本数を見ると、邦画は 2000年前後では 300本弱

























































クリスタルスカルの王国』は、公開 1週目に 14億 4000万と最終興行収入の約 25％の収
益を得た。一方、同年の滝田洋二郎監督の『おくりびと』は公開 24週目にして週末興行



































































































63.2％だったのに対し 2002年では 43.8％に、高校生も同様に 47.0％から 33.5％へと減少
した。一方「のんびりと自分の人生を楽しむ」は中学生で 33.7％から 51.7％へ、高校生で






















吹き替えと字幕に関する意識調査で、劇場で洋画を見る際に 20～ 50代は 7割以上が字幕
と回答したのに対し、15歳以上 20歳未満の若者は約半数が吹き替えと回答した（日本経済
新聞，2010）。「早くて読み切れない」「映像に集中出来る」「母国語が良い」というのが主
な理由で、わかりやすさを重視する傾向があると考える。昔から洋画の吹き替え版は存在
していたが、もともとは主に字幕が読みづらい年配者に向けて作られたものだった（日本
映画専門チャンネル，2010）。吹き替え人気を受け、より自然な話し言葉を追求した「超訳日
本語吹き替え版」が当てられた洋画も登場し、洋画離れを防ぐ取り組みがされている。ま
た前述したように、このわかりやすさを重視する傾向は映画と観客との関係が変化した影
響もあると考える。
　若者の嗜好の変化の理由には、まず外国文化への関心が薄れてきたことがある。角川エ
ンタテインメント取締役相談役の椎名保はインタビューの中で、若いときはなかなか海外
に行けず、映画や小説といった文化を通して世界に触れたいという憧れがあったと語る
（キネマ旬報映画総合研究所，2010）。自由に海外旅行に行くことができ、またインターネット
で家に居ながら世界中の写真や映像を見ることが出来る今、洋画が異国の文化を知るため
のツールではなくなったと言える。さらに、当時は今のように英語を勉強するための教材
も少なく、洋画は英語を学ぶ手段の 1つだった。加えて外国への憧れもなくなったこと
で、英語で映画を見たいという憧れからくる欲求もなくなり、映像自体をしっかり楽しめ
る吹き替えに人気が集まっていると考えられる。
　また、今の若者世代にとっての映画は以前のそれと異なるものだと言える。テレビ、漫
画、ゲーム、Youtubeとありとあらゆるコンテンツに囲まれている今、余暇を楽しむ方法
は無数にある。昔の若者たちが映画に対して感じていたロマンや特別なものという感覚が
なくなり、映画もテレビやインターネットの動画等のコンテンツの 1つという捉え方に変
わったと考えられる。これは、シネコンによって映画館という存在が身近になったこと、
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テレビ局の映画界進出で映画がテレビの延長線上にあるものだと捉えられるようになった
こと、ホームシアターの普及などが理由である。特に今の若者世代は 1998年公開の『踊
る大捜査線』から始まるテレビ局映画ブームの中で育ったため、テレビでドラマを観て、
劇場映画を見に行くという流れが当たり前のこととなっている。前述したコンサマトリー
化が特に若者の間で進んでいることも理由の 1つである。1990年代以降は若者たちにと
って「友人」や「仲間」の存在感が増してきた。「友人」や「仲間」を大切にすることで
自分自身も充実感を得て、もはや「若者文化」と呼ばれるものがない時代に「一人じゃな
いこと」を確認するために「仲間」と一緒に過ごすのだという（古市，2011）。よって、映
画を友人と観に行くときに重要視されるのは、作品よりも友人と共に過ごす時間であり、
同じものを共有しているということに価値が置かれている。同じものを共有し共感するこ
とで充実感を得るため、映画に未知なる世界を求めることもなくなった。そして、友人と
お互いが共通して知る作品の方が、共感度をより高めることが出来る。従って、いつもテ
レビで見ているなじみある日本人俳優が出演していたり、もうすでに読んだことがある漫
画が原作であったりする邦画が選ばれやすくなったのだと考えられる。また、毎週発表さ
れる映画のランキングに若者が左右されやすい（キネマ旬報映画総合研究所，2008）ことも、
みんなが観ているから観たい、共有したいという気持ちの現れにちがいない。
4．おわりに
　最後に、これからの日本映画界の課題と邦画の動向を考え、まとめとしたい。まず課題
として、日本は他国と比べて極端に年間映画鑑賞本数が少ないことがある。そもそもの映
画鑑賞人口が増えなければ、これ以上映画界は盛り上がらない。特に若者にとって映画
は、テレビやインターネット等の無料コンテンツと同等のものとして捉え始められてお
り、今後洋画だけでなく映画離れしていく可能性も大いに考えられる。邦画が洋画のシェ
アを上回っているのも、既存の観客が洋画よりも邦画を少し多く見るようになっただけ
で、映画鑑賞人口が増えたわけではない。また、観客が求めるものに合わせて作品製作が
進む今、年間公開本数が非常に多い。多様な映画が見られることは良いことだが、作品同
士の競争が激しくなれば資金を回収出来ず、次の映画製作へ悪影響が出る。米映画大手の
日本法人も洋画不振を受けて邦画製作に参入を始め、より一層競争は激化するだろう。今
後も良作を生産し続けるために、まずは日本における映画鑑賞人口を拡大させる必要があ
るといえる。
　シネコンの出現、テレビ局の映画界進出、観客のコンサマトリー化により、今の邦画は
多くの観客に受け入れられていることがわかった。そして、しばらくはこのまま邦画人気
が続くだろう。なぜなら多くの日本人が昨年の震災で逃れることの出来ない大天災に直面
 275邦画復活からみる日本人の価値観の変化
したことで、コンサマトリー化が進むと思われるからだ。震災によって一瞬で多くのもの
を失い、これまで以上に「今」を大切にする人は増えると考えられる。従って今後も「憧
れ」ではなく「共感」を求める観客は多いだろう。共有、共感のための映画鑑賞は若者に
はもちろん、上の世代でも広まっていくと思われる。邦画人気が復活し、過渡期にある日
本映画界がどうなっていくのか、日本人の価値観の変化とともに今後も注目していきた
い。
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